
創
立
八
十
周
年
記
念
特
集
号
刊
行
に
当
っ
て

• 

経
済
学
部
長

河

西

太

良5

「
立
教
経
済
学
研
究
L

が
本
学
創
立
八
十
周
年
を
記
念
じ

τ誌
に
特
集
号
を
刊
行
す
る
に
空
っ
た
此
の
機
会
に
、
わ
が
経
済
学
部
の
沿

草
に
つ
い
て
若
干
記
し
て
お
く
こ
と
は
必
ら
ず
じ
も
無
意
義
で
は
な
い
で
ゐ
ろ
う
。

本
学
の
前
身
立
教
学
校
が
孤
々
の
声
を
挙
げ
に
の
は
遠
く
明
治
七
年
の
普
に
湖
る
。
創
立
者
は
、
日
本
伝
遣
の
に
め
に
米
国
聖
公
会
伝

道
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
て
安
政
六
年
に
来
朝
さ
れ
た
監
督
チ
ャ
ン
ニ
ン
グ
・
ム
ー
ア
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
博
士
で
ゐ
り
、
博
士
は
明
治
七
年

二
月
に
築
地
居
留
地
七
十
番
館
を
借
受
け
℃
一
の
私
塾
的
な
学
校
を
創
設
さ
れ
た
り
で
ゐ
っ
た

9

こ
れ
が
却
る
わ
が
「
立
教
学
校
」
の
濫

簡
で
あ
る
。

爾
来
正
に
八
十
年
、
そ
の
関
わ
が
国
運
は
、
正
に
波
瀦
万
丈
と
も
形
容
す
べ
き
歴
史
の
跡
を
残
し
て
人
↓
z

日
に
至
っ
た
訳
で
あ
る
。
即
ち

わ
が
資
本
主
義
経
済
は
、
深
刻
な
構
造
的
矛
盾
を
内
包
し
つ
つ
も
、
日
清
、
日
露
の
両
戦
争
を
経
て
産
業
資
木
主
義
の
段
階
か
ら
強
占
資

本
主
義
の
段
階
へ
と
発
麗
し
、
特
に
第
一
次
世
界
戦
争
に
際
会
し
℃
所
謂
漁
夫
の
利
を
占
め
る
こ
と
日
よ
っ
て
、
大
い
に
羽
翼
を
拡
げ
、

「
東
亜
の
盟
主
」
と
し
て
世
界
を
牌
脱
す
る
の
慨
を
示
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
飽
く
な
き
侵
略
慾
が
つ
支
づ
き
の
石
と
な
り
、
遂
に

創
立
八
十
年
記
念
特
集
号
刊
行
に
当
コ
て
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て

運
命
の
太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
キ
ャ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
迎
え
て
了
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
廃
境
の
中
か
ら
立
ち
土
っ
て
如
何
に
し
て
祖
国

を
再
建
す
る
か
、
深
刻
な
国
際
情
勢
の
渦
中
に
も
ま
れ
な
が
ら
如
何
に
し
て
わ
が
国
の
経
済
的
自
立
と
政
治
的
独
立
巻
全
う
し
得
る
か
が

今
や
わ
が
国
民
の
当
面
す
る
緊
切
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
今
に
し
て
過
去
を
顧
み
、
現
在
ぞ
眺
め
、
更
に
想
い
を
将
来
に
馳

す
れ
ば
、
誠
に
感
無
量
の
も
の
め
り
と
云
わ
ゴ
る
を
得
な
い
。

か
よ
う
な
腫
史
的
興
亡
の
跡
を
顧
み
る
に
つ
け
て
も
我
々
は
更
め
て
学
問
の
使
命
と
い
う
課
題
に
深
く
思
い
を
い
た
き
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
ぞ
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
次
第
で
あ
る
が
、
法
で
は
本
題
に
立
ち
帰
っ

τ、
そ
の
聞
に
お
け
る
わ
が
校
運
の
歩
み
と
わ
が
経
済
学

部
の
推
移
の
跡
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
こ
に
立
教
学
院
立
教
大
学
(
旧
専
門
学
校
令
に
よ
る
大
学
)
が
尉
校
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
学
院
総
理
は
へ
ン
ワ
i
・
セ
ン
ト
ジ
ョ
i
ヂ
・
タ
フ
カ

l
師
、
大
学
長
は
立
教
中
学
校
長
一
沼
田
作
之
進
民
が
兼
マ
任
し
た
。

明
治
四
十
年
.
九
月
、
築
地
明
石
町
に
新
校
舎
が
落
成
し
、

修
業
年
限
は
予
一
時
一
芳
年
半
、
本
科
三
戸
山
中
で
、
本
科
に
は
商
科
と
文
科
が
設
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
商
科
が
即
ち
今
日
の
わ
が
経
済
学
部

の
前
身
に
当
る
の
で
あ
る
。
開
校
当
時
の
学
生
殺
は
約
三
十
名
で
J

の
っ
た
と
云
わ
れ
る
。

明
治
四
十
五
年
三
月
、
チ
ャ

1
ル
ス
・
エ
ス
・
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
1
師
が
タ
y

カ
i
総
理
の
後
を
株
い
で
学
院
総
理
に
就
任
じ
、
爾
来

昭
和
十
五
年
十
月
帰
国
に
至
る
ま
で
、
在
任
さ
れ
た
@

現
在
の
池
袋
に
移
転
す
る
に
至
っ
た
の
は
大
正
七
年
九
月
む
こ
と
で
ゐ
り
、
翌
大
正
八
年
五
月
三
十
一
日
、
池
袋
に
お
け
る
大
学
校
舎

及
び
諸
施
設
第
一
期
工
事
完
成
し
、
朝
野
の
名
士
を
招
い
℃
盛
大
な
落
成
式
ぞ
挙
行
し
ピ
=



大

E
十
一
年
五
月
二
十
五
日
、
文
部
省
よ
り
新
大
学
令
に
よ
る
大
学
設
立
の
認
可
を
受
け
た
。
予
科
一
一
年
、
学
部
三
年
、
従
来
の
商
科

に
代
っ
て
商
学
部
が
設
置
さ
れ
、
商
学
部
長
に
は
鈴
木
一
一
比
が
就
任
し
た
。
当
時
の
商
学
部
講
師
の
中
に
は
櫛
田
民
蔵
氏
(
経
済
政
策
〉

や
植
原
悦
二
郎
民
(
社
会
学
)
の
名
が
見
え
る
。
な
お
鈴
木
一
民
は
大
正
十
一
年
二
月
急
逝
さ
れ
、
そ
の
後
を
久
保
田
富
次
郎
氏
が
継
が

れ
に
。大

正
十
二
年
十
二
月
、
学
長
一
花
田
作
之
進
氏
は
東
京
地
万
部
監
督
(
聖
公
会
〉
の
任
命
を
う
け
て
職
を
返
さ
、
問
一
r
監
杉
浦
貞
二
郎
氏
が

学
長
事
務
取
扱
に
就
任
し
た
。
向
大
正
十
四
年
一
月
、
学
院
総
理
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
l
師
が
大
学
総
長
や
兼
目
す
る
こ
と
に
伝
っ
た
。

昭
和
六
年
四
月
、
従
来
の
商
学
部
は
経
済
学
部
と
改
称
さ
れ
、
誌
に
わ
が
経
済
学
部
は
名
実
共
に
経
済
学
部
と
し
て
発
足
す
る
に
至
つ

た
訳
で
あ
る

Q

向
同
年
八
月
に
は
財
団
法
人
寸
立
教
学
院
」
が
認
可
き
れ
、
立
教
学
院
総
長
と
し
て
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ

i
師
が
就
任
、
ま

に
学
長
事
務
取
扱
杉
浦
氏
が
学
長
に
就
任
し
、
経
済
学
部
長
に
は
木
村
重
治
民
が
枕
任
し
に
。

昭
和
七
年
九
月
、
杉
浦
学
長
そ
の
職
を
辞
し
、
経
済
学
部
長
木
村
重
治
民
が
学
長
に
就
任
す
る
と
共
に
経
済
学
部
長
を
業
任
し
た
。
そ

レ
て
経
済
学
科
長
に
は
関
西
太
一
郎
、
商
学
科
長
に
は
須
藤
吉
之
鮎
民
が
任
命
さ
れ
た
。

街
こ
れ
よ
り
先
き
昭
和
五
年
二
月
に
当
時
の
専
任
教
授
を
中
心
に
立
教
大
学
商
学
研
究
会
が
創
設
せ
ら
れ
、
雑
誌
「
商
学
論
叢
」
が
創

刊
さ
れ
た
@
こ
れ
は
本
誌
の
前
身
に
当
る
も
の
で
め
る
が
、
爾
後
昭
和
十
一
年
十
二
月
の
第
十
五
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
執
筆
者
の

主
な
る
も
の
は
伊
藤
重
治
郎
、
河
西
太
一
郎
、
松
下
正
寿
、
中
根
不
顕
雄
、
竹
村
豊
太
郎
、
山
下
英
夫
等
の
諸
教
授
で
あ
っ
た
@
向
当
時

ハ
昭
和
九
年
度
〉
の
わ
が
経
済
学
部
の
教
授
並
に
講
師
の
氏
名
告
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
ミ
コ
(
順
序
不
同
、
以
下
同
様
U

Q

教

授

坂
口
武
之
助
、
久
保
田
正
次
、
伊
藤
章
治
郎
、
根
岸
由
太
郎
、
河
西
太
一
郎
、
竹
村
豊
太
郎
、
カ
ー
ル
・
イ

i
・
プ
ラ
ン
ス
タ

創
立
八
十
年
記
念
特
集
号
刊
行
に
当
コ
て
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講
、
師

ッ
ト
、
星
野
辰
雄
、
極
下
正
寿
、
ダ
プ
ワ
ュ
・
ピ

l
・
ス
ミ
ス
、
小
川
徳
治
、
須
藤
吉
之
動
、
木
村
重
治
、
県
康
、
中
校
不
輔
雄

内
池
廉
士
口
、
錦
織
理
一
郎
、
ィ

l
・
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
、
大
堀
市
消
郎
、
中
村
進
午
、
田
辺
忠
明
、
高
城
仙
次
郎
、
三
橋
久
美
、

山
下
英
夫
、
竹
田
音
治
郎
、
一
二
辺
金
蔵
、
本
位
田
洋
男
、
中
野
登
美
雄
、
落
合
泰
治
郎
、
山
内
良
男
、
杉
浦
徳
次
郎

昭
和
十
一
年
七
月
、
木
村
学
長
そ
の
職
を
辞
し
、
通
藤
吉
之
祐
氏
が
学
長
事
務
取
扱
に
就
任
し
た
。

昭
和
十
二
年
四
日
月
、
遠
山
郁
三
氏
が
学
長
に
就
任
じ
た
が
、
同
学
長
の
下
に
、
従
来
本
学
講
師
と
し
て
勤
務
し
当
時
東
大
経
済
学
部
教

・
喪
の
地
位
に
あ
っ
た
田
辺
忠
男
氏
が
、
兼
任
と
し
て
新
た
に
本
学
経
商
学
部
長
に
就
任
(
経
済
学
科
長
向
凶
、
、

i

経
営
学
科
長
松
下
正
寿

氏
)
し
、
持
に
東
大
経
済
学
部
か
ら
多
数
の
教
授
、
講
師
吾
迎
え
て
本
学
経
済
学
部
の
陣
容
に
一
の
劃
期
的
な
刷
新
を
計
っ
た
。
叉
田
辺

学
部
長
の
指
導
の
下
に
、
主
と
し
て
故
山
下
英
夫
氏
の
努
力
に
よ
っ
て
、
経
済
学
部
研
究
室
が
整
備
さ
れ
る
と
共
に
、
演
習
制
度
も
確
立

す
る
に
至
っ
た
。
向
同
時
に
経
済
学
部
研
究
室
内
に
、
右
山
下
民
及
び
鈴
木
圭
介
民
の
努
力
に
よ
っ
て
、
資
料
室
が
設
置
せ
ら
れ
、
内
外

の
定
期
並
に
不
定
期
資
料
の
蒐
集
が
開
始
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

当
時
(
昭
和
十
三
年
度
)
の
教
授
陣
容
は
次
の
如
く
で
ゐ
っ
た
。
〈
持
印
は
兼
任
)

桜
田
辺
忠
男
、
根
岸
由
太
郎
、
河
西
太
一
郎
、
久
保
田
正
次
、
須
藤
吉
之
祐
、
極
下
正
寿
、
山
下
英
夫
、
小
山
栄
一
ニ
、
鍋
島

土
ニ
辺
金
蔵
、
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ニ

教

授

達
、
田
中
精
一
、

勢
中
村
進
午
、

持
内
泊
康
吉
、

持
三
橋
久
美
、

講

師

錦
組
理
一
郎
、
竹
田
音
治
郎
、
岡
部
弥
太
郎
、
本
位
田
祥
男
、
大
塚
久
雄
、
高
垣
寅
次
郎
、
呉
す
〈
柄
、
平
塚
益
徳
、
飯
塚
浩

二
、
土
坂
酉
三
、
黒
沢
清
、
中
西
寅
雄
、
大
河
内
一
男
、
下
坂
源
太
郎
、
渡
部
義
雄
、
荒
木
光
太
郎
、
最
上
手
敬
、
山
石
沢
寛

一
、
ア
ー
ル
・
ィ
J
・
エ
ム
@
キ
ザ
メ
ロ
ン
、
イ

i
・
ガ
ン
ト
レ
ッ
ふ



右
の
陣
容
を
以
て
昭
和
十
三
年
三
月
、
雑
誌
「
立
教
経
済
学
研
究
」
が
創
刊
せ
ら
れ
、
爾
後
昭
和
十
九
年
五
月
の
第
三
巻
第
一
号
ま
で

刊
行
さ
れ
た

Q

昭
和
十
五
年
十
月
、
日
米
国
交
の
緊
迫
化
に
伴
い
、
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ

i
総
長
は
そ
の
職
を
辞
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
帰
国
し
、
爾
後
学
院

の
経
営
は
全
部
日
本
人
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
十
六
年
五
月
、
田
辺
経
済
学
部
長
そ
の
職
を
辞
じ
、
河
西
経
済
学
科
長
が
学
部
長
に
就
任
し
た
。
向
経
済
学
科
長
は
学
部
長
兼
任

の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
七
年
四
月
に
至
り
、
山
下
英
夫
民
が
そ
の
任
に
就
い
た
。

向
こ
こ
に
昭
和
十
五
年
度
と
昭
和
十
八
年
度
の
教
授
陣
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

昭
和
十
五
年
度

教

授

田
辺
忠
男
、
河
西
太
一
郎
、
須
藤
吉
之
一
班
、
松
下
正
寿
、
山
下
英
夫
、
小
山
栄
三
、
鍋
島
達
、
宮
川
実
、
福
田
光
愛
、

久

保
田
正
次
、

持
内
池
廉
吉
、
三
ニ
一
稿
久
美
、

三
二
辺
金
蔵
、
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ

助
教
授

鈴
木
圭
介
、
神
野
嘩
一
郎

講

百
川
叩

内
ド
ロ

根
岸
由
太
郎
、
錦
織
理
一
郎
、
竹
田
音
治
郎
、
大
塚
久
雄
、
呉
文
明
、
飯
塚
浩
一
一
、
上
坂
酉
三
、
中
西
寅
雄
、
下
坂
源
太
郎

渡
部
義
雄
、
宗
像
誠
也
、
渡
辺
寅
二
、

七
理
重
恵
、
陳
文
彬
、
佐
藤
基
、
中
村
武
嘉
、
戸
田
武
雄
、
佐
藤
正
義
、
豊
島
清
、

ピ
l
・
ス
チ
ェ
シ
ニ
ア
ク

昭
和
十
八
年
度

教

授

河
西
太
一
郎
、
飯
塚
浩
一
一
、
久
保
田
正
次
、
小
山
栄
三
、
三
辺
金
蔵
、

七
理
童
恵
、
山
下
英
夫
、
須
藤
吉
之
祐
、
須
之
内
品

吉
、
田
辺
忠
男
、
根
岸
由
太
郎
、
福
田
光
愛
、
松
下
正
寿

創
立
八
十
年
記
念
特
集
号
刊
行
に
当
ロ
て

五



創
立
八
十
年
記
念
特
集
号
刊
行
に
当
っ
て

~ 
J、、

助
教
授

神
野
嘩
一
郎
、
鈴
木
圭
介

講

市
川
巾

ム
白
日

μ

今
井
信
一
郎
、
内
池
廉
士
口
、
大
塚
久
雄
、
大
野
信
一
ニ
、
呉
文
明
、
上
坂
酉
一
二
、
佐
藤
正
義
、
佐
藤
基
、
下
坂
源
太
郎
、
高
宮

晋
、
竹
田
音
治
郎
、
陳
文
彬
、
一
戸
田
武
雄
、
錦
織
理
一
郎
、
服
部
正
好
、
杉
本
信
次
、
水
野
動
吉
、
宗
像
誠
也
、
山
本
二
三

丸
、
渡
辺
寅
一
一
、
渡
部
義
雄

昭
和
十
八
年
二
月
、
遠
山
郁
三
氏
学
長
を
辞
任
し
、
一
二
辺
金
蔵
氏
が
総
長
事
務
取
扱
に
就
任
し
た

Q

同
年
五
月
、
経
営
学
科
長
松
下
正

寿
氏
そ
の
職
を
辞
し
、
同
年
六
月
、
経
済
学
科
長
山
下
英
夫
民
が
急
逝
さ
れ
、
同
年
七
月
、
河
西
経
済
学
部
長
そ
の
職
を
辞
し
、
三
辺
総

長
事
務
取
扱
が
経
済
学
部
長
を
兼
任
し
た
。
周
年
十
月
、
上
野
陽
一
氏
が
経
済
及
び
経
営
両
学
科
長
に
就
任
し
た
日

上
記
の
あ
わ
た
だ
し
い
主
要
人
事
の
更
迭
か
ら
も
想
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
時
中
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
た
る
の
故
に
、
本
学
に

と
っ
て
特
に
受
難
期
で
ゐ
っ
た
が
、
当
局
者
の
苦
心
経
営
に
よ
っ
て
兎
に
角
切
り
ぬ
け
る
こ
と
が
出
来
て
、
終
戦
の
日
を
迎
え
る
に
至
つ

た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
年
十
月
、
三
辺
総
長
(
昭
和
十
九
年
九
月
、
総
長
一
事
務
取
扱
か
ら
総
長
と
な
る
〉
そ
の
職
ぞ
辞
し
、
須
藤
吉
之
描

民
が
総
長
事
務
取
扱
に
就
任
、
敗
戦
後
の
混
沌
裡
に
本
学
再
建
の
第
一
歩
が
ふ
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
須
藤
氏
の
総
長
事
務
取
扱

は
八
ヵ
尽
に
及
び
、
翌
昭
和
二
十
一
年
六
月
に
佐
々
木
順
三
氏
が
迎
え
ら
れ
て
、
大
学
総
長
に
就
任
し
た

Q

こ
れ
よ
り
先
き
同
年
一
月
、
河
西
と
宮
川
実
氏
が
揃
っ
て
大
学
に
復
帰
し
、
同
年
五
月
、
河
西
が
経
済
学
部
長
に
就
任
し
て
、
経
済
学

部
の
再
建
に
着
手
し
た
a

向
経
済
学
科
長
は
宮
川
実
氏
、
経
営
学
科
長
は
学
部
長
の
兼
任
で
ゐ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日
、
文
部
省
よ
り
新
制
立
教
大
学
が
認
可
さ
れ
た
。



教 当
時
(
昭
和
二
十
四
年
度
)
の
教
授
陣
容
は
次
の
如
く
で
ゐ
つ
に
(
一
鞭
教
育
関
係
の
教
授
氏
名
を
除
く

Q

以
下
同
機
)
@

河
西
太
一
郎
、
宮
川
実
、
藤
田
武
夫
、
松
田
智
雄
、
山
本
二
三
丸
、
神
野
嘩
一
郎
、
鍋
島
達
、
須
藤
吉
之
動
、
須
之
内
品
吉

授

小
川
徳
治
、
下
坂
源
太
郎

助
教
授

立
入
広
太
郎
、
三
宅
義
夫
、
宇
治
田
富
造
、
中
村
清
、
宮
川
澄

講

師

森
田
優
一
二
、
上
坂
西
一
ニ
、
友
岡
久
雄
、
飯
塚
浩
一
一
、
中
村
哲
、
井
上
晴
丸
、
大
森
一
二
、
隅
谷
三
喜
男
、
向
井
鹿
松
、
水
田

博
、
県
康
、
熊
倉
武

昭
和
ニ
十
五
年
四
月
、
松
田
智
雄
民
が
経
営
学
科
長
に
就
任
し
た

Q

向
昭
和
二
十
七
年
四
月
、
宮
川
実
氏
に
代
っ
て
藤
田
武
夫
氏
が
経

済
学
科
長
に
就
任
し
た
。

昭
和
ニ
十
五
年
十
一
月
、
立
教
大
学
経
済
学
研
究
会
が
組
識
せ
ら
れ
、
会
長
に
は
河
西
学
部
長
が
就
任
し
、
本
誌
一

i

立
教
経
済
学
研

究
L

(
第
四
巻
第
一
号
)
が
復
刊
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

向
大
学
院
関
係
で
は
昭
和
二
十
六
年
四
月
、
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
(
経
済
学
専
攻
)
が
認
可
せ
ら
れ
、
夏
に
昭
和
二
十
九
年
三
月

経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
(
経
済
政
策
専
攻
)
が
認
可

3
れ
た
。

誌
に
現
在
(
昭
和
二
十
九
年
度
)
の
経
済
学
部
及
び
経
済
学
研
究
科
の
教
授
陣
容
そ
掲
げ
.
て
置
く
。

経

済

学

部

担

当

教

授

河
西
太
一
郎
、
宮
川
実
、
藤
田
武
夫
、
松
川
智
雄
、
須
藤
吉
之
祐
、
須
之
内
品
吉
、
山
本
二
三
九
、
神
野
理
一
郎
、
下
坂
源

太
郎
、
小
川
徳
治
、
品
田
誠
平
、
向
井
栴
次

助
教
袈

創
立
八
十
位
記
念
特
集
号
刊
行
に
当
っ
て

宇
治
田
富
造
、
中
村
清
、
ご
一
宅
義
夫
、
立
人
広
太
郎
、
宮
川
澄
、
米
田
清
賞
、
加
穣
誠
一

七



議教講

郷
立
八
十
年
記
念
特
集
号
刊
行
に
当
コ
て

石
川
市

向
日

中
村
哲
、
上
坂
酉
一
ニ
、
井
上
晴
丸
、
大
森
一
二
、
氏
原
正
治
郎
、
闘
用
慶
、
熊
倉
武
、
水
田
博
、
佐
々
木
吉
郎
、
森
田
優
三
、

八

隅
谷
三
喜
男
、
飯
塚
浩
二
、
・
岡
野
昇
一
、
・
広
田
純

経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
組
当

授

河
西
太
一
郎
、
宮
川
実
、
藤
田
武
夫
、
松
田
智
雄
、
山
本
二
三
丸
、
神
野
嘩
一
郎
、
品
目
誠
平
、
向
井
梅
次

光
速
、
高
谷
道
男

森
田
優
一
二
、
友
阿
久
雄
、
上
坂
間
二
寸
飯
塚
治
一
一
、
大
森
ご
っ
隅
谷
一
二
喜
男
、
黒
沢
語
、
喜
多
村
浩
、
児
玉
幸
多
、
揖
西

師

計

名

人

口

的

問

問

削

間

的

問

別

問

別

部

制

加

制

加

的

抑

制

加

川

制

錦

ω
…
山
脇
揃

E
L
f
-

マ
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学
Z
コ

開

閉
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倒

お

泊

斜
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崎
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防

総

銘

必
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曲

目

路

W
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品
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沼
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小

L
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1
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9
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A
o
a
Q
U
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側

お
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油

田

民

信
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踏

出

船
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お

お

九

泊

日

路
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見

出
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例
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、J
1
J

、ノ

月

月
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A

月
制

日

3

M

S

回
新

主

小

戸

h
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f

t
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r

{

、

f
k
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L
F
L

6

7
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9
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1
1
1
1
1
1
1
5
1
1
1
2
2
2
2
2
Q
6
9
2
2
Z
2
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-

教

経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
組
当
ー

河
西
太
一
郎
、
宮
川
実
、
藤
田
武
夫
、

授

松
田
智
雄
、
山
本
二
三
丸
、
向
井
梅

次
、
小
林
昇

議

師

木
林
田
優
三
、
友
岡
久
雄
、
上
坂
酉
一
二
、

大
森
一
二
、
黒
沢
清
、
稲
葉
秀
三

向
、
経
済
学
部
と
な
っ
た
昭
和
六
年
度
以
降

の
本
学
部
の
卒
業
主
款
を
表
示
す
れ
ば
上
の
如

く
で
ゐ
る
。



以
上
の
ク
ロ
ノ
ロ
ヂ
カ
ル
な
記
述
は
、
主
と
し
て
立
入
助
教
授
の
協
力
に
負
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
弦
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
ゐ
る
。

と
こ
ろ
で
右
の
わ
が
経
済
学
部
発
展
史
上
で
は
ニ
つ
の
時
期
が
注
目
に
値
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
は
田
辺
忠
男
氏
に
よ
っ
て
実

行
さ
れ
た
改
輩
で
あ
り
、
そ
の
ニ
は
終
戦
後
の
再
建
が
挙
げ
ち
れ
る
で
ゐ
ろ
う
。
そ
の
夫
々
の
志
義
に
つ
い
て
誌
に
述
べ
る
こ
と
は
業
控

え
る
が
、
そ
の
点
は
、
夫
々
の
時
期
に
お
け
る
つ
立
教
経
済
学
研
究
L

の
内
容
が
、
あ
る
程
度
ま
で
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
と
見
て
差
支

な
い
。
特
に
再
刊
以
来
の
本
誌
が
学
界
の
注
目
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
本
誌
存
在
の
意
義
を
実
証
す
る
も
の
と
一
去
っ
て
も
必
ら
ず
し
も
自

画
自
讃
で
は
な
い
で
ゐ
ろ
う
。
本
記
念
号
を
機
と
し
て
本
誌
が
更
に
充
実
発
展
ぞ
期
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
で
あ
る
。

， 

本
大
学
全
休
と
し
て
も
、
戦
時
下
の
受
難
問
を
切
り
ぬ
け
た
後
、
戦
後
の
再
建
、
拡
充
が
大
体
順
調
に
進
捗
し
、
件
以
じ
め
で
た
く
創
立

転
換
期
に
お
い
て
お
や
で
ゐ
る
。

八
十
周
年
を
迎
え
得
み
に
至
っ
た
こ
と
は
，
械
に
御
同
慶
の
至
ち
で
あ
る

Q

し
か
し

「
真
理
と
正
義
」
の
顕
揚
の
た
め
に
、
本
学
も
、
わ
が
経
済
学
部
も
、
本
誌
も
亦
、
更
に
健
突
な
る
前

「
進
ま
ぬ
者
は
退
く
」
。

況
ん
や
容
易
な
ら
お
現
下
の

進
を
続
け
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
叉
続
け
る
で
あ
ろ
う
@

附

記

木
記
念
号
は
左
記
編
輯
委
員
諸
君
の
努
力
に
よ
こ
し
出
来
上
っ
た
こ
と
是
認
に
記
し
て
感
謝
の
意
令
表
す
る
@

藤
田
武
夫
、
松
田
智
雄
、
神
野
嘩
一
郎
、
品
目
誠
平
、
立
入
広
太
郎
、
三
宅
義
夫
、
宮
川
滋

九

五

四

年

十

二

月

創
立
八
十
年
記
念
特
集
号
刊
行
に
当
コ
て

九




